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愛知・三重県警

号

割でを馬職氏の崎内か

愛
知
紬
“
木
岐
苫
・
三
重
も
最
多
．

国
内
で
六
日
、
新
た
に
六
千
四

人
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
確
認
さ
れ
∴
一
日
当
た
り
の
．

過
去
最
多
を
更
新
し
た
。
六
千
人

台
は
初
貰
京
千
五
百
九
十
一
人
、

大
阪
五
百
六
十
人
、
福
岡
三
百
十

六
人
な
ど
が
最
多
と
な
っ
た
。

死
者
は
大
阪
で
十
人
、
愛
知
、

兵
庫
で
そ
れ
ぞ
れ
九
人
な
ど
計
六

十
五
人
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

重
症
者
は
七
百
八
十
四
人
で
、
前
．

日
よ
り
十
三
人
増
え
て
最
多
を
更

新
し
た
。

◇．

・
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
の
東
海
三

県
は
六
日
、
い
ず
れ
も
一
日
あ
た

り
の
新
規
感
染
者
が
過
去
最
多
と

な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
＼

憂
知
は
三
重
ハ
十
四
人
で
．
、
初

め
て
三
百
人
を
超
え
た
。
県
内
の

五
日
時
点
の
入
院
患
者
数
は
六
百

四
十
九
人
で
一
病
床
使
用
率
は
6
4

年
9
％
。
持
碁
古
屋
市
内
で
逼

迫
し
て
い
急
県
に
よ
る
と
、
五

日
時
点
の
確
保
病
床
は
千
床
だ

が
、
県
は
さ
ら
に
百
二
床
増
や
し

た
と
明
ら
か
に
し
た
。

肢
卓
は
百
二
人
で
、
初
め
て
百

人
を
超
え
た
。
確
保
済
み
病
床
の

使
用
率
は
、
′
今
月
一
日
か
ら
5
0
％

を
超
え
て
い
る
。

三
重
は
三
十
三
人
。
六
日
の
病

床
使
用
率
は
5
1
・
、
0
％
と
、
昨
年

十
二
月
七
日
以
来
三
十
日
ぶ
り
に

5
0
％
を
超
え
た
。
鈴
木
英
敬
知
事

は
定
例
会
見
で
「
さ
ら
に
感
染
が

拡
大
す
る
懸
念
も
あ
る
。
病
床
を

一
床
で
も
二
床
で
も
増
や
す
検
討

を
し
て
い
る
」
と
明
か
し
た
。

r
L
r
二
〇
ノ
．
　
」
ヽ
′
書
〃
7
－
ノ
‘
霊
夢
－
℡
l
後
「
′
○
○
富
農
を
登
一
書

は
∵
宣
言
再
発
令
の
考
え
方
と

し
て
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
分
科
会
が
示
す
四
段
階
の
感

染
状
況
で
最
も
深
刻
な
「
ス
テ

「
ジ
4
（
爆
発
的
感
染
拡
大
）

相
当
」
を
踏
ま
え
、
「
全
国
的

か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
っ
て

生
活
や
経
済
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
ど
う
か
」
で
判
断
す

る
と
明
示
。
ス
テ
ー
ジ
4
、
に
近

一

巨
閣
閣
閣
閣
醒

第
三
者
供
賄
疑
い
機
器
見
返
り
脚
万
円

三
重
大
病
院
の
陸
療
機
器
の
。

納
入
を
巡
一
っ
て
便
宜
を
図
る
見

返
り
に
、
自
ら
が
代
表
な
ど
を

務
め
る
団
体
あ
て
に
業
者
側
か

ら
賄
賂
を
贈
ら
せ
た
と
し
で
、

愛
知
、
三
重
両
県
聾
は
六
日
、

第
三
者
供
鮪
の
疑
い
で
、
i
同
病

院
臨
床
麻
酔
郡
元
教
授
の
亀

井
政
孝
容
疑
者
台
も
＝
大
阪
市

天
王
寺
区
＝
と
同
部
元
講
師
の

松
成
秦
典
容
疑
者
（
四
ふ
じ
＝
京
都

府
木
津
川
南
＝
左
遷
挿
し
た
。

＝
関
連
㊧
面

ま
た
、
贈
賄
の
疑
い
で
、
大

手
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
「
日
本

光
電
工
業
」
∴
東
京
）
中
部
支

，
　
i
 
i
●
一
　
，
　
i
 
i
 
l
 
i
1
　
－
　
i
 
l
 
l
 
l
 
l
l
 
i
 
i
 
l
 
i
i
●
i
 
i
 
l
 
l
 
l
i
 
i
 
l
 
i
 
l
 
i
l
＿
i
i
 
l
●
i
〃
l
 
i
 
l
i
 
i
 
l
 
l
i
・
i
’
i
 
l
 
i
〃
●
i
1
1
1
1
●
●
l
　
，
－
－
t
 
l
 
i
 
i
 
i
 
l
●
●
●
i
 
l
l
 
l
●
－
I
 
i
章
i
 
l
●
’
l
 
i
－
－
●
“
一
●
●

亜
託
．
（
依
頼
）
を
受
け
、
法
人
な
ど
自
分
以
外
の
第
三
者

等
二
者
供
鮪
罪
　
公
務
員
が
そ
の
職
務
に
関
し
て
請

に
賄
賂
を
提
供
さ
せ
る
罪
。
第
三
者
を
介
し
て
収
賄
罪
を
免
れ

よ
う
と
す
る
脱
法
行
為
を
防
止
す
る
趣
旨
で
規
定
さ
れ
て
い

る
。
怯
定
刑
は
5
年
以
下
の
懲
役
二
重
大
病
院
の
よ
う
な
国

立
大
学
法
人
の
職
員
は
、
み
な
し
公
務
員
と
さ
れ
る
。

店
医
療
圏
営
業
部
長
の
下
村
篤

司
容
疑
者
（
四
〇
＝
岐
皇
巾
＝
ら

同
社
社
員
三
人
も
逮
捕
し
有

逮
捕
容
疑
で
は
亀
井
容
疑
者

ら
は
、
手
術
室
な
ど
に
設
置
す

る
心
電
図
な
ど
を
映
し
出
す
モ

ニ
タ
ー
を
他
社
製
か
ら
日
本
光

電
工
業
製
に
入
れ
替
え
る
よ
う

依
頼
を
受
け
、
元
年
八
月
三

十
日
、
亀
井
容
疑
者
が
代
表
理

事
を
務
め
る
一
般
社
団
法
人

「
B
A
M
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
メ
ン

上
∵
（
壁
巾
）
の
口
座
に
二
百

万
円
を
振
り
込
ま
せ
た
と
さ
れ

る
。
下
村
容
疑
者
ら
は
共
謀
し

て
二
百
万
円
を
振
り
込
ん
だ
と

ぎ
れ
る
。
県
馨
は
容
疑
者
の
認

否
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

両
県
肇
は
六
日
、
名
古
屋
市

熱
田
区
の
日
本
光
電
工
業
中
部

支
店
を
家
宅
捜
索
し
た
。

亀
井
容
疑
者
は
臨
床
麻
酔
部

長
と
し
て
医
療
機
器
の
選
定
な

ど
の
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た
。

県
警
は
、
「
同
社
製
が
有
利
と
な

．
る
よ
う
、
一
般
競
争
入
札
で
納

入
す
る
、
モ
ニ
タ
ー
の
性
能
や

規
格
な
ど
の
条
件
を
記
し
た
仕

様
書
の
作
成
に
関
与
し
た
と
み

て
い
る
。
病
院
で
は
手
術
室
な

ど
の
モ
ニ
タ
ー
空
ハ
年
間
か
け

て
二
十
九
セ
ッ
．
ト
計
一
億
七
千

八
百
万
円
分
を
新
調
す
る
計
画

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
ご
つ
ち

三
セ
ッ
ト
は
昨
年
ま
で
に
同
社

製
晶
の
納
入
が
決
ま
っ
て
い

た
『
亀
井
容
疑
者
の
働
き
掛
け

と
み
ら
れ
る
。

亀
井
容
疑
者
が
代
表
理
事
を

務
め
る
B
A
M
は
、
麻
酔
科
医

療
の
研
究
や
医
師
育
成
を
目
的

に
「
九
年
五
月
に
設
立
。
関
係

者
に
よ
る
と
、
愛
知
県
の
医
療

機
器
卸
会
社
や
東
京
都
内
の

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
三
社

か
ら
計
四
百
万
円
の
入
金
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
大
半
は
飲
食

費
に
充
て
ら
れ
て
い
た
と
い

う。

苫
田
氏
、
金
遊

取
り
や
め

暇
皐
細
事
選
牽
よ
う
告
示

恨
卓
県
知
事
選
は
七
日
、
告

示
さ
れ
る
。
．
投
開
票
は
二
十
四

巳
・
出
馬
を
予
定
す
る
現
職
の

古
田
肇
民
事
）
は
六
日
、
県
内

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
公
務
を
擾
先

さ
せ
る
と
し
て
、
選
挙
期
間
中

の
遊
説
を
取
り
や
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
＝
関
連
㊨

面
、
社
説
㊨
画

県
内
の
新
規
感
染
者
数
は
増

加
が
続
い
て
お
り
、
「
肝
心
な

時
に
職
を
お
い
て
当
選
の
た
め

と
動
く
の
は
、
使
命
感
に
反
す

る
」
と
述
べ
た
。
「
す
べ
て
の

（
街
頭
演
説
や
演
説
会
な
ど

の
）
予
定
は
参
加
し
な
い
」
と

語
っ
た
。
陣
営
は
、
県
内
各
地
で
集
会

や
演
説
会
を
予
定
し
て
い
た

が
、
「
古
田
氏
不
在
」
で
感
染

防
止
対
策
を
取
っ
た
上
で
行
う

方
針
。
古
田
氏
は
、
告
末
日
の

七
日
朝
に
岐
阜
市
内
で
記
者
会

見
を
開
い
て
決
意
を
語
る
予
定

だ
が
、
そ
の
後
は
原
則
、
県
庁

で
公
務
に
当
た
る
。
選
挙
期
間

中
、
そ
の
合
間
に
知
寧
室
か
ー
ケ

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
演
説

な
ど
は
す
る
が
大
幅
に
連
動
を

縮
小
さ
せ
る
。

古
田
氏
は
昨
年
十
「
月
、
．

「
コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続
」
を
理
由

に
挙
げ
て
出
馬
を
表
明
し
た
。
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